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2025 年 5 ⽉ 2 ⽇・3 ⽇に台湾の成功⼤学で開催された「International Symposium on 

Evolutionary Genomics and Bioinformatics 2025（ISEGB2025）」に、⽇本遺伝学会からの
派遣学⽣として参加してきました。本シンポジウムには、さまざまな⽣物を対象に進化や
分⼦⽣物学、バイオインフォマティクスに関連する研究を⾏っている研究者の⽅々が参
加・発表されていました。AI や機械学習を⽤いた研究も多く⾒られ、進化・遺伝分野にお
ける最新のトレンドを直接学ぶことができる、⾮常に良い機会となりました。 

私は「アオウミガメの集団形成過程の解明」と題して、1 ⽇⽬に⼝頭発表を⾏いまし
た。慣れない英語での発表だったため不安もありましたが、発表後の休憩時間やポスター
発表の時間には、私の発表を覚えていて質問してくださった学⽣と意⾒交換をすることが
できました。また、ポスター発表の時間には、同世代の台湾の学⽣が⾏っている集団遺伝
や分⼦進化に関する研究に触れ、解析⽅法について議論する機会も得られました。⼀⽅
で、⾃⾝の英語⼒の不⾜から、思うように質問ができない場⾯もあり、今後はより⼀層、
国際的な舞台を意識して研究に取り組む必要性を強く感じました。 

学会終了後は、国⽴陽明交通⼤学のWen-Ya Ko先⽣にご案内いただき、台湾南部・屏東
県にある「原住⺠族⽂化園区」を訪れ、台湾の先住⺠族の伝統的な⽂化や⾷事を体験する
ことができました。⽇程の後半には、台北にある国⽴陽明交通⼤学を訪問し、短い時間で
したが、Wen-Ya先⽣の研究室の学⽣の皆さんと楽しく交流することができました。 

最後になりましたが、このような貴重な国際交流の機会を与えてくださった⽇本遺伝学
会および ISEGB2025 関係者の皆様に、⼼より御礼申し上げます。また、台湾をご案内い
ただいたWen-Ya先⽣とその研究室の学⽣の皆様にも、重ねて感謝申し上げます。台湾滞
在中に得たすべての経験は、私にとって⼤きな刺激となりました。この刺激を糧に、今後
の研究活動にもいっそう励んでまいりたいと思います。
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2025 年 5 ⽉ 2 ⽇、3 ⽇に台南の國⽴成功⼤学において開催された、International 

Symposium on Evolutionary Genomics and Bioinformatics (ISEGB2025)に⽇本遺伝学会か
らの派遣学⽣として参加いたしました。本学会には、ヒトを含む多様な⽣物をバイオイン
フォマティクスを利⽤した解析などで、遺伝⼦の多型や適応を明らかにする研究をしてい
る研究者や学⽣が参加していました。多くのポスター発表や、先⽣⽅や学⽣の⼝頭発表を
聞くことができ、私にとって⼤変有意義な時間を過ごすことができました。 

ISEGB2025 において、現在進めているヒト CYP1A2 の⾃然選択の検出に関する研究内
容で 12 分の⼝頭発表と 3 分の質疑応答を⾏いました。「なぜ CYP1A2 を対象としたのか」
という内容の質問をいただき、事前にこの質問に対しての回答を⽤意していなかったため
少し動揺しましたが、なんとか英語で回答することができ、Presentation Award も獲得し
ました。この学会を通して以前よりも英語を⽤いて研究内容についての議論を⾏うことに
対しての⼼理的な抵抗を減らすことができたので、引き続き海外の学会に積極的に参加
し、英語でのコミュニケーション⼒の向上を図りたいと思います。 

また、現地では國⽴陽明交通⼤学のWen-Ya Ko 先⽣とその研究室の学⽣の皆様に、台湾
の先住⺠族の⽂化について学ぶことができる台湾先住⺠族⽂化園区の案内、研究室への訪
問、さらに、國⽴陽明交通⼤学の集団遺伝学の講義内において研究発表の時間も設けてい
ただきました。今回の台湾派遣の機会を与えていただいた⽇本遺伝学会、ISEGB2025、そ
して快く訪問を受け⼊れていただいたWen-Ya Ko 先⽣、その研究室の学⽣の皆様に深く御
礼申し上げます。今後も研究活動を続けていくのはもちろん、台湾との交流も続けていき
たいと考えております。 
 


